
 資料 ３－３ 

自動車リサイクル制度の施行状況の評価・検討に関する報告書に 

基づく今後の対応について 
 
  「自動車リサイクル制度の施行状況の評価・検討に関する報告書」（以下「報

告書」という。）の第３章「自動車リサイクル制度の『あるべき姿』の実現に

向けた課題と具体的取組」に記載のある主な項目について、今後、以下のと

おり対応を進める。今後の進め方の全体像については、別紙のとおり。 
 

１．３Ｒの推進・質の向上に向けた検討・取組の実施 
 

「３Ｒの推進・質の向上」に関する項目について、国が中心となって有識者・

関係者と連携しつつ検討を実施し、取組を進める。 

 【主な検討項目】 

・ 環境配慮設計の推進とその活用   

・ 再生資源の需要と供給の拡大 

・ 自動車リサイクル全体の最適化を通じたリサイクルの質の向上 

・ リユース・リサイクルの推進・質の向上の進捗状況の把握・評価 

・ 自動車に含まれる有害物質の削減 等 
 
  

２．情報発信・共有の在り方等に関する検討・取組の実施 
 

制度において、ユーザーはリサイクル料金を負担し、使用済自動車を引き渡

す重要な役割を果たしている。このような背景のもと、報告書においては、ユ

ーザーへの情報発信等の取組に関して多くの指摘があった。 

これを踏まえ、JARC が中心となってユーザー、関係事業者、自動車製造業

者等、自治体、国に代表される関係主体が連携して、制度における役割を改め

て確認するとともに、情報発信・共有等の在り方について検討を実施し、取組

を進める。 

 【主な検討項目】 

・ 環境配慮設計又は再生資源活用が進んだ自動車のユーザー選択の促進 

・ リユース･リビルド部品等のユーザー選択の促進 

・ リサイクル料金、使用済自動車の価値等に関するユーザーの更なる理解を通

じた適正処理の推進 

・ JARC が管理する使用済自動車の再資源化状況等のデータの活用・発信 等 
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１．自動車における３Ｒの推進・質の向上

番号 取組・検討事項 取組主体 今後の進め方

１
解体業者と自動車製造業
者等の相互コミュニケー
ションとそのフォローアップ

国、解体業者、
自動車製造業者
等

２
環境配慮設計の進捗評価・
活用方法の検討、ユーザー
選択促進

国、解体業者、
破砕業者、自動
車製造業者等

（１）環境配慮設計・再生資源活用推進による解体・破砕段階でのリユース拡大・リサイクルの
質の向上

①環境配慮設計の推進とその活用

国が中心となって、有識者・関係者と連携しつつ検討を実施し、進
捗状況を合同会議に報告。

②再生資源の需要と供給の拡大

番号 取組・検討事項 取組主体 今後の進め方

３
再生資源活用の課題の整
理と促進、利活用・流通状
況の確認

国、解体業者、
自動車製造業者
等

４
ユーザー選択を促す情報
発信と特預金等の活用によ
るインセンティブ等の検討

国、自動車製造
業者、ＪＡＲＣ等

国が中心となって、有識者・関係者と連携しつつ検討を実施。進
捗状況を合同会議に報告。

特預金を活用したユーザーインセンティブ制度については、有識
者・関係者と連携しつつ検討を実施し、ＪＡＲＣ資金管理業務諮問
委員会において審議。進捗状況を合同会議に報告。

情報発信の取組については、ＪＡＲＣが中心となって主要関係主
体と連携を図りつつ、情報発信に係る検討を実施。進捗状況を合
同会議に報告。
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関係主体が行った取組について、進捗状況を合同会議に報告。



１．自動車における３Ｒの推進・質の向上

番号 取組・検討事項 取組主体 今後の進め方

５

リユース・リビルド部品に関
する利用実態把握等とユー
ザー選択を容易にする状況
構築

国、解体業者、Ｊ
ＡＲＣ等

６ 有害物質削減の対応検討
国、自動車製造
業者等

（２）２Ｒ（リデュース・リユース）の推進

補修用リサイクル部品の規格化については、解体業者が中心と
なって継続して検討。進捗状況を合同会議に報告。

情報発信の取組についてはＪＡＲＣが中心となって主要関係主体
と連携を図りつつ、情報発信に係る検討を実施。進捗状況を合同
会議に報告。

国が中心となって、有識者・関係者と連携しつつ検討を実施し、進
捗状況を合同会議に報告。

自動車製造業者等における自主取組については、毎年度合同会
議に報告。
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１．自動車における３Ｒの推進・質の向上

番号 取組・検討事項 取組主体 今後の進め方

９
目標・指標及び評価方法に
関する検討

国、解体業者、
破砕業者、自動
車製造業者等

②リユース・リサイクルの推進・質の向上の進捗状況の把握・評価について

4

国が中心となって、有識者・関係者と連携しつつ検討を実施。制
度変更を伴う場合には、合同会議において審議。進捗状況を合
同会議に報告。

番号 取組・検討事項 取組主体 今後の進め方

７
リサイクルの質の向上等に
係るベストプラクティス取り
まとめと普及促進

国、解体業者、
破砕業者等

８
全部再資源化手法の拡大
方策検討とリサイクルプロ
セス最適化の推進

国、解体業者、
破砕業者、自動
車製造業者等

国において、ベストプラクティスについて取りまとめる。その結果
及び普及促進の状況を合同会議に報告。

国が中心となって、有識者・関係者と連携しつつ検討を実施。進
捗状況を合同会議に報告。

（３）リサイクルの質の向上
①自動車リサイクル全体の最適化を通じたリサイクルの質の向上
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番号 取組・検討事項 取組主体 今後の進め方

１０

引取業者による情報提供
の在り方整理、国による伝
達及び引取業者による対
応

国、ＪＡＲＣ、引取
業者等

１１
使用済自動車の価値等に
係るユーザーへの情報発
信

国、自治体、
JARC等

ＪＡＲＣが中心となって主要関係主体と連携を図りつつ、情報発信
に係る検討を実施。進捗状況を合同会議に報告。

（１）引取業等のあり方について

２. より安定的・かつ効率的な自動車リサイクル制度への発展

ＪＡＲＣが中心となって主要関係主体と連携を図りつつ、情報発信
に係る検討を実施。進捗状況を合同会議に報告。



（２）不法投棄・不適正処理への対応の強化
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２. より安定的・かつ効率的な自動車リサイクル制度への発展

番号 取組・検討事項 取組主体 今後の進め方

１２

自治体指導の円滑化・徹底
に向けた環境整備並びに
不適正事案及び無許可解
体業者への対策実施

国、自治体、
ＪARC等

１３

優良事業者差異化並びに
講習制度等の充実、透明
化及び公平性確保に係る
検討

国、自治体、解
体業者等

１４
不法投棄未然防止等に向
けた課題整理及び対応一
般化・周知

国、自治体、
JARC等

関係主体において検討・取組を実施。進捗状況を合同会議に報
告。

関係主体において検討・取組を実施。進捗状況を合同会議に報
告。

関係主体において検討・取組を実施。進捗状況を合同会議に報
告。



２. より安定的・かつ効率的な自動車リサイクル制度への発展

番号 取組・検討事項 取組主体 今後の進め方

１５
災害・事故発生時の体制整
備

国、JARC、自動
車製造業者等

（３）使用済自動車等の確実かつ適正な処理の推進
①リサイクルの円滑化によるロバスト性の向上

関係主体において検討・取組を実施。進捗状況を合同会議に報
告。

②解体自動車及び３品目の確実かつ適正な再資源化等のための監督等の強化

番号 取組・検討事項 取組主体 今後の進め方

１６
移動報告等を活用した自治
体の監督・取締り及び自動
車製造業者等の監査強化

JARC、自治体、
自動車製造業者
等

１７
エアバッグ・フロン類に関す
る状況把握・評価方法の検
討等

国、JARC、自治
体、自動車製造
業者等

関係主体において検討・取組を実施。進捗状況を合同会議に報
告。

関係主体において検討・取組を実施。進捗状況を合同会議に報
告。

③廃発炎筒への対応の強化

番号 取組・検討事項 取組主体 今後の進め方

１８ 廃発炎筒に係る安全確保 国
国において関係
省令改正を実
施。

結果について合同会議に報告。
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２. より安定的・かつ効率的な自動車リサイクル制度への発展

番号 取組・検討事項 取組主体 今後の進め方

１９ JARC機能の一層発揮 国、JARC等

２０
ＪＡＲＣ運営に係る費用分
担の在り方検討

合同会議等

２１ ＪＡＲＣ運営の評価 ＪＡＲＣ

（４）自動車リサイクル全体の社会的コストの低減
①ＪＡＲＣの機能の一層の発揮と効率化

ＪＡＲＣが中心となって主要関係主体と連携を図りつつ、情報発信
に係る検討を実施。進捗状況を合同会議に報告。

合同会議において継続して検討を実施。

ＪＡＲＣにおいて、PDCAサイクルの強化について検討を実施。進
捗状況を合同会議に報告。



２. より安定的・かつ効率的な自動車リサイクル制度への発展

番号 取組・検討事項 取組主体 今後の進め方

２２ 特預金の使途 国、JARC等

②特預金の使途

指定法人業務における特預金の使用範囲については、ＪＡＲＣ資
金管理業務諮問委員会において審議。進捗状況を合同会議に報
告。

リサイクル料金の割引制度については有識者・関係者と連携しつ
つ検討を実施し、ＪＡＲＣ資金管理業務諮問委員会において審議。
進捗状況を合同会議に報告。

番号
取組・検討事項 取組主体 今後の進め方

２３
リサイクルに係る費用の内
訳公表のルール化等を通じ
た継続的なモニタリング

国、自動車製造
業者等

２４ ＡＳＲの処理体制
国、自動車製造
業者等、合同会
議等

③自動車製造業者等による再資源化等の効率化

国において費用の内訳の公表のルール化を実施。自動車製造業
者等はルールに基づき、毎年度合同会議で報告。

自動車製造業者等からチームの統合に係る申出があった場合
に、国、自動車製造業者、合同会議等において検討を行う。

番号
取組・検討事項 取組主体 今後の進め方

２５
リサイクル料金の黒字拠出
に係る仕組みの構築

自動車製造業者
等

④自動車製造業者等におけるリサイクル料金の収支

関係主体において取組を実施。進捗状況を合同会議に報告。
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３. 自動車リサイクルの変化への対応と国際展開

番号 取組・検討事項 取組主体 今後の進め方

２６
次世代自動車に係る技術
開発、状況把握、セーフティ
ネット整備等

国、自動車製造
業者等

（１）次世代車／素材の多様化への対応
①次世代自動車のリユース・リサイクルに関する課題への対応

関係主体において取組を実施。進捗状況を合同会議に報告。

②素材の多様化への対応

番号 取組・検討事項 取組主体 今後の進め方

２７
自動車に係るCFRPのセー
フティネット整備

自動車製造業者
等

関係主体において取組を実施。進捗状況を合同会議に報告。

（２）自動車リサイクルの国際展開

番号 取組・検討事項 取組主体 今後の進め方

２８
自動車リサイクルに係る国
際協力、本邦事業者の国
際展開支援

国 国が中心となって取組を実施。進捗状況を合同会議に報告。
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